
ひ
と
り

ご
と

再生紙を使用しています

ひごまるコール ☎ ☎

ホームページ

FAX 096-370-2002 電子メールアドレス1500＠higomaru-call.jp
096-334-1500

さあ みんな 知ってる ひ   ご    ま    る

検　索ひごまるコール

休日在宅当番医、イベント情報、区の窓口
業務など、いつでもお尋ねください

配布に関するお問い合わせ

午前8時～午後8時
（土・日、祝日は除く）

熊本市コールセンター

　平成28年4月、熊本地方を震源に最大震度7の巨大地震を二度に

わたって発生した一連の地震は、「平成28年（2016年）熊本地震」と

命名されました。熊本城に最も近い中央消防署設置の震度計では、4

月14日21時26分に発生した前震が震度5強、28時間後の16日1

時25分発生の本震が震度6強という強烈な震動で、地震後の二の丸

広場での測量によれば、北東方向に47.7cm動き、11.6cm沈下する

という地盤変動が起こっていました。

　熊本城では明治22年の大地震でも大きな被害がありましたが、今

度の地震はさらに大規模で、特別史跡熊本城跡の重要な構成要素で

ある石垣に被害が集中し、その石垣上などに建造されていた重要文

化財13棟および復元建造物20棟にも甚大な被害が及びました。

　まず前震の段階では、大天守付櫓の石垣や小天守の入口石垣、頬

当御門周辺石垣、飯田丸五階櫓台石垣の南面、戌亥櫓東石垣など6

か所で崩落があり、崩落しなかった石垣でも背後にたくさんの亀裂

が発生していました。さらに強い揺れとなった本震では、前震で被災

した石垣を含めて50か所229面の石垣が崩落し、517面の石垣で

膨らみや緩みといった変形が起こりました。実に石垣面積で3割の

石垣は破損し、修理が必要となりました。

　重要文化財の場合、前震で長塀が80mほど倒壊し、本震では東十

八間櫓・北十八間櫓が石垣下に倒壊し、宇土櫓の続櫓や不開門の櫓

部分も倒壊し、倒壊しなかった櫓も建物の傾斜や屋根・外壁の破損

といった重大な被害がありました。

　また、本市で鋭意取り組んできた櫓や塀といった復元建造物にも

被害がありました。なかでも昭和35年に外観復元されていた鉄筋コ

ンクリート造の天守閣は、前震で大天守最上階の屋根瓦が土煙を上

げて落下し、痛ましい姿となりました。本震後は全ての塀が倒壊や傾

斜し、飯田丸五階櫓・戌亥櫓・西大手門・南大手門・元太鼓櫓などは土

台となる石垣の崩落によって倒壊の恐れが生じていましたが、元太

鼓櫓は本年6月の大雨の影響で倒壊してしまいました。三の丸に移

築されている熊本県重要文化財「旧細川刑部邸」も塀の倒壊・傾斜、

外壁破損がありました。

　明治22年熊本地震は「熊本市地震ハザードマップ」にも掲載され

ている立田山断層の活動が原因と指摘する研究者がいます。この断

層は、立田山北麓から市中心部を南西に抜け、花岡山・独鈷山・城山

の北西縁を通り、高橋町に延びる活断層と想定されています。今回の

地震では活動していませんが、熊本城は足元に大きな地震リスクを

抱えていることになります。

　地震直後に実施した二の丸西端石垣での崩落石材の回収作業で

は、表から見えない側面に人の姿を彫刻した石材が発見されていま

す。400年前の石垣工事の時、石工たちが石垣の平穏を祈ったのか

もしれません。地震や台風、集中豪雨といった天災に立ち向かうには

限界があるかもしれませんが、現在、熊本城では現代の英知を結集し

ながら、文化財である伝統的石垣や歴史的建造物の価値を損なわな

い形での復旧事業が進行しています。

〈17〉「平成28年熊本地震」と熊本城の被害
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つけ やぐら

（熊本城調査研究センター　鶴嶋 俊彦）
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0120-666-659

先日、年長の息子がかき氷を食べながら「つ
めたまる～」とひと言。どうやら「あったまる」
の冷たいバージョンのようです。大笑いしつつ
も、子どもの豊かすぎる発想力に改めて感心
した出来事でした。私も少しでも頭が柔らかく
ならないかと、息子と一緒にクイズ番組を見
て日々鍛錬中です。　　  　　　　　　　（W）

午前8時～午後8時（年中無休）

▲前震後の戌亥櫓東石垣の被害

日　時
　
場　所
内　容
対　象
定　員
費　用
申込み

10月6日（土）　午後1時～4時
  　  7日（日）　午前9時～正午
交通局上熊本車両基地（西区上熊本2丁目18-8）
運転講習、1人2往復の体験運転、記念品贈呈
中学生以上（市外に住む方も可）
各日20人（抽選）
4,000円
9月7日（必着）までに住所、氏名、年齢、電話番号、
参加希望日（どちらか1日のみ）を往復はがきまた
は電子メール（koutsudensha@city.kumamoto.
lg.jp）で〒862-0971中央区大江5丁目1-40電車
課へ

　詳しくは、交通局ホームページ（http://www.kotsu-
kumamoto.jp/）または電車課（☎096-361-5241）へ。

※申込みは往復はがきまたは電子メールのどちらかで、1人1通まで
です。

※電子メールの場合は、件名を「市電体験運転参加申し込み」として
ください。

▲石垣の被害（赤色は崩落、桃色は変形、黄色
は地割れ）▲本震後の戌亥櫓と東石垣の被害

動物愛護週間2018 ～ in 熊本市動植物園 ～

9月24日（振休）

　今年も「市電体験運転

イベント」を開催します！

普段は乗るだけの市電

ですが、この機会に市電

を運転してみませんか。

市電体験運転イベント
※入園料は必要。無料期 日

　9月20日～26日は、動物愛護週間です。動植物園でさまざまなイベントを

開催します。野生動物からペットまで、人と動物の関わり方について楽しみな

がら考えてみませんか。

「日本とチンパンジーのかかわり」などの

動物に関するお話、パネル展示
時　間　午前9時半～午後4時　　場　所　動物資料館
　詳しくは、動植物園（☎096-368-4416）へ。

迷子札作り体験、犬猫のしつけ・介護相談、

マイクロチップ普及啓発ゲーム、防災グッズ展示
時　間　午前11時～午後2時
場　所　動物資料館（ペット同伴不可）
申込み　当日直接会場へ
　詳しくは、市動物愛護センター（☎096-380-2153）へ。

命って何だろう？見て・さわって・感じてみよう！

対　象　小学生以上

定　員　20人（先着順）

モルモット、ヤギ、スペシャルアニマル㊙たちにふれあいながら、スペシャル
トークを行います。

時　間

場　所

申込み

午後1時半～2時半

ふれあい広場多目的室

9月17日（必着）までに住所、氏名、電話番号、参加人数をファクス（096-365-
5671）またははがきで動植物園（〒862-0911東区健軍5丁目14-2）へ


